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■ EG-grid®の開発の概要 ■ EG-grid®を⽤いて解析した構造のギャラリー

SARS-CoV-2のスパイクタンパク質と抗体の複合体では、結晶構造解析に
必要なサンプル量の2000分の１の試料で済み、解析も2〜3⽇で可能．エピ
トープを効率よく決定可能であり、最新の変異株であるグリフォン株やケルベ
ロス株に対する抗体も取得済みである（未発表）．

クライオ電顕（CryoEM）を⽤いたタンパク質の単粒
⼦構造解析は2017年のノーベル賞の対象にもなった。結
晶化が不要で、溶液状態を反映した構造を解析すること
ができ、急速に普及しつつある．しかし、サンプル調製
には未だ時間を要し、ボトルネックとなっている．

本コンソーシアムでは透明性や優れた機械的強度をも
つグラフェンを、クライオ電顕に広く⽤いられているグ
リッド（Quantifoil🄬）上に貼り付けた状態で酸化し、導
⼊されたヒドロキシ基に対してエピクロロヒドリン修飾
を ⾏ い 、 タ ン パ ク 質 を 固 定 化 す る こ と の で き る
Epoxidized Graphene Grid（EG-grid®）を開発した．

EG-grid🄬を⽤いれば効率よくサンプル調製を⾏うこと
ができるだけでなく、気液界⾯におけるタンパク質の吸
着から⽣じる粒⼦の優先配向などの問題も解決すること
が出来ることが分かった (Sci. Reports, in press)．

10倍の効率化 20倍の効率化

■ 有⽤性-２︓⼤幅な効率化（気液界⾯における優先配向の回避による効率化）

創薬研究を加速

EG-grid®については販売の要望が強い．OI機構と連携して調整中である．⼀⽅、サンプル調製と
データ収集の⾃動化も視野⼊れた装置開発も進めたい．

なお、⼀連の応⽤化研究については下記の記事や、⽇本MA-T⼯業会のHPを参考にされたい．
（https://matjapan.jp/）

酸化
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■ 有⽤性-1︓サンプル調製の時間の短縮

EG-grid🄬ではグラフェン膜上にタンパク質を固定化
できることから洗浄できることから、濃度調節や気液界
⾯へのタンパク質の吸着の問題を⼀気に解決できる画期
的な技術となった．

JST News （R3年8⽉号） 「特集2」）

従来法では、⽬的とするタンパク質同⼠が重ならない
よう粒⼦を程よく分散させる必要があり、濃度調節に時
間を要した．また、疎⽔性の⾼いタンパク質が気液界⾯
に吸着されることは不可避であり、疎⽔性の⾼い⾯を気
液界⾯の⽅向に向けた粒⼦画像ばかりが得られるという
優先配向の問題もあった．

■ 今後の展望︓
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https://www.jst.go.jp/pr/jst‐news/backnumber/2021/202108/index.html ⽇経BPの宮⽥満⽒のツイート ⽇本MA-T⼯業会
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